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なかまなかま

願いをこめて、

未来へつなぐ。

みんなの想いが

まちを変える。
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▼
中
間
市
中
長
期
財
政
収
支
試
算
を
踏
ま
え
た
持
続
可
能
な
財
政
運
営　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

6月定例会の概要と結果（6月 16日～ 7月 2日）

　令和 8年第 3回（6月）定例会では、同意案１０件、承認４件、議案４件、意見書 1件が提

出され、６月 16 日から 7月 2日までの 17 日間で審議されました。6月定例会で審議された

主なものについて、ご紹介します。

　6月定例会における議案は全員賛成または賛成多数で全て可決されました。

　議案および議決結果は、ホームページに掲載しています。　　　　　　　　　　　　　　

 6月定例会を開催しました— — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — 　 — — — — — — — — — — — — — — — — — — — —

議案

番号

　　　　　　　　　　議員名

議案名

植

本　　

堀

田

小

　　　　　

林

田

口

善　　

原　

　　　

森

上

田

口

澄

掛

田

阿

部

原

口

迫

田

大

和

柴

田

大

村

下

川

中

　　　

野

議決
結果

市　長　提　出　議　案

​​承認
第 7号

専決処分を報告し、承認を求める
ことについて （中間市国民健康保険
税条例の一部を改正する条例）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 承認

賛否が分かれた議案

市ホームページ

令和８年度中間市一般会計補正予算 ( 第１号 )

歳入歳出追加額        １億４，７７０万８千円
（歳入歳出総額 ２１５億４，１０９万６千円）

〇　可決

※中野議員は議長のため採決には加わりません。「〇」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席です。

　蔵元　洋一教育長の任期が令和 8 年６月 30 日をもって満了したため、新たに​

中山　千穂（なかやま　ちほ）氏が教育長に任命されました。

　任期は令和 8年 8月 1日から令和 11年 7月 31 日までの 3年間です。

教育委員会教育長の任命について〇　同意



　

▼
国
勢
調
査
の
現
状
分
析
と
今
後
の
課
題　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　

▼
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
推
進

　

▼
市
民
の
居
場
所
づ
く
り

　

▼
不
登
校
の
対
策　

　

▼
介
護
施
設
に
お
け
る
人
材
不
足　

　

▼
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
最
少
の
経
費
に
よ
る
最
大
の
効
果
の
発
現
、

　
　

行
政
評
価
の
フ
ル
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ズ
及
び
「

１０
％
減
税
」
に
よ
る

　
　

都
市
経
営
戦
略

　

▼
ふ
る
さ
と
納
税
の
「
抜
本
的
刷
新
」
に
よ
る
財
源
確
保
と
成
果
の

　
　

検
証

　
▼
本
市
に
お
け
る
基
金
の
一
元
化
と
「
４:

３:

３
」
戦
略
的

　
　

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
よ
る
企
業
連
携
戦
略

　　　　　P  07　　　　　　　　 P ０6 　　　　  　　　　　　　P ０5　　　　　　　　　　　　　　P ０4　
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▼
中
間
市
中
長
期
財
政
収
支
試
算
を
踏
ま
え
た
持
続
可
能
な
財
政
運
営　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

柴
田　

広
辞

阿
部　

伊
知
雄

森
上　

晋
平

原
口　

佳
三

原　
　

舞

掛
田　

る
み
子

植
本　

種
實

田
口　

澄
雄

　

▼
昨
年
よ
り
さ
ら
に
高
温
が
予
想
さ
れ
る
今
夏
の
熱
中
症
予
防
対
策

　

▼
中
東
情
勢
に
よ
る
市
民
生
活
へ
の
影
響
に
対
す
る
中
間
市
の
対
応

　

▼
経
済
的
な
理
由
で
進
学
を
あ
き
ら
め
さ
せ
な
い
た
め
の
子
ど
も
の

　
　

学
習
、
進
学
支
援

　

▼
中
学
校
の
再
編
成　
　
　

  

　

▼
学
校
図
書
室
へ
の
新
聞
購
入

　

▼
中
間
市
の
未
来
に
向
け
て
（
※
）　  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   
　

▼
中
間
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

▼
熱
中
症
対
策

　

▼
包
括
連
携
協
定
（
※
）

　

▼
自
衛
隊
へ
の
住
民
名
簿
提
供
の
実
態
と
今
後

　

▼
水
道
料
金
の
改
定
の
中
止　

　

▼
補
聴
器
の
購
入
助
成
（
※
）　　
　
　

生活扶助基準改定による追加給付事業 1 億 4,692 万 2 千円

　最高裁判決において、平成 25 年から行われた生活扶助基準の改定は生活保護法に​
違反し違法とされたことを受け、改定後の基準に基づき給付を受けた世帯に追加給付を
行うものです。

（※）は紙面の関係により掲載できなかった質問です。

【原案可決された事業の一部】

学校安全総合支援事業　68 万 6 千円

　全ての児童生徒が安全に関する資質・能力を身につけられるよう、安全教育を充実さ
せます。

自律的に学び続ける子どもを育む鍛ほめプロジェクト事業　10 万円

　福岡県独自の取組である鍛えて、ほめて、子どもの可能性を伸ばす「鍛ほめ福岡メソッ
ド」という指導方法を実践的に研究します。



阿部伊知雄議員
公明党

等
に
よ
り
歳
入
環
境
が

厳
し
く
な
る
一
方
で
、

老
朽
化
し
た
公
共
施
設

の
更
新
な
ど
、
多
額
の

行
政
需
要
が
今
後
10
年

間
に
集
中
す
る
こ
と
が

主
な
要
因
で
あ
る
。

議
員　

今
後
ど
の
よ
う
な

対
応
で
進
め
て
い
く
の
か
。

総
務
部
参
事　

限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
事
業
の
優
先

順
位
を
明
確
に
し
、
事
業

の
「
選
択
と
集
中
」
を
進

め
る
。
事
業
の
必
要
性
や

費
用
対
効
果
、
市
民
ニ
ー

ズ
な
ど
を
総
合
的
に
判
断

し
、
公
共
施
設
に
つ
い
て

も
統
廃
合
を
含
め
た
適
正

配
置
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　
財
源
確
保
策
に
つ

い
て
問
う
。

総
務
部
参
事　

地
域
経
済

を
活
性
化
さ
せ
、
財
政
基

盤
そ
の
も
の
を
強
化
す
る

た
め
、
新
た
な
企
業
や
研

究
施
設
の
誘
致
、
特
産
品

開
発
、
さ
ら
に
は
新
た
な

文
化
・
産
業
の
創
出
や
地

域
通
貨
の
活
用
に
よ
る
経

済
の
活
性
化
や
Ａ
Ｉ
オ
ン

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
導
入
、

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
強
化
な
ど
地
域
全
体
の

に
ぎ
わ
い
と
活
力
の
創
出

に
注
力
し
て
い
る
。
併
せ

て
Ｒ
Ｐ
Ａ
や
生
成
Ａ
Ｉ
等

の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

に
よ
り
、
業
務
の
効
率
化

を
徹
底
し
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
と
経
営
の
効
率

化
の
両
立
を
目
指
し
て
い

く
。

議
員　

今
回
の
試
算
を
中

間
市
の
将
来
に
対
す
る
重

要
な
警
鐘
と
受
け
止
め
て

い
る
。
将
来
世
代
に
負
担

を
先
送
り
し
な
い
た
め
に

は
、
財
政
規
律
を
保
っ
た

行
政
運
営
と
将
来
を
見
据

え
た
選
択
と
集
中
が
必
要

で
あ
る
。
市
民
の
皆
様
と

情
報
共
有
し
な
が
ら
、
持

続
可
能
で
次
世
代
に
責
任

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
。

昨
年
よ
り
さ
ら
に
高
温
が

予
想
さ
れ
る
今
夏
の
熱
中

症
予
防
対
策

児
童
生
徒
の
下
校
時
の

熱
中
症
の
危
険
に
対
し
、

市
の
経
費
で
ス
ポ
ー
ツ

飲
料
を
配
布
し
て
は
ど

う
か
。

学
校
教
育
課
長　

給
食
用

の
牛
乳
保
管
庫
や
冷
蔵
庫

は
、
食
品
衛
生
上
、
給
食

物
資
以
外
を
冷
や
す
こ
と

が
で
き
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ

飲
料
を
冷
や
す
た
め
に
、

新
た
に
冷
蔵
庫
を
各
小
・

中
学
校
に
整
備
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
冷
蔵
庫

の
整
備
を
含
め
、
市
が
負

担
で
き
る
の
か
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
市

長
部
局
と
協
議
を
行
う
。

中
東
情
勢
に
よ
る
市
民
生

活
へ
の
影
響
に
対
す
る
中

間
市
の
対
応

た
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

学
習
支
援
を
行
い
、
普
段

の
予
習
、
復
習
、
宿
題
を

一
緒
に
す
る
な
ど
、
安
心

し
て
勉
強
が
で
き
る
居
場

所
を
提
供
し
、
学
力
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
向
上
に
向
け
た
支
援
を

行
な
っ
て
い
る
。

議
員　

生
活
困
窮
世
帯
の

高
校
生
の
大
学
、
短
期
大

学
、
専
門
学
校
へ
の
入
学

試
験
や
模
擬
試
験
の
受
験

料
の
支
援
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

こ
ど
も
未
来
課
長　

大
学

等
の
受
験
料
や
模
擬
試
験

受
験
料
の
支
援
に
つ
い

て
、
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
法
に
基
づ
く
子
ど
も
の

学
習
生
活
支
援
事
業
を
実

施
し
て
い
る
が
、
現
時
点

で
は
、
国
の
受
験
料
支
援

制
度
の
対
象
と
な
る
生
徒

は
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

今
後
は
、
国
の
制
度
や

他
自
治
体
の
取
組
状
況
等

を
注
視
し
な
が
ら
、
適
切

な
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い

て
研
究
を
進
め
て
い
く
。

物
価
高
に
対
し
、
市

と
し
て
対
策
が
必
要
で

あ
る
。
６
月
５
日
に
国

の
補
正
予
算
が
成
立
し
、

「
物
価
高
騰
対
応
重
点
支

援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
」
が
追
加
さ
れ
た
。

こ
の
財
源
を
活
用
し
、

ご
み
袋
を
市
内
全
世
帯

に
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

環
境
保
全
課
長　

今
後
、

国
の
交
付
金
が
交
付
さ
れ

る
予
定
だ
が
、
正
式
な
決

定
で
は
な
い
た
め
決
定
次

第
、
ご
み
袋
の
無
料
配
布

を
含
め
検
討
を
行
う
。

経
済
的
な
理
由
で
進
学
を

あ
き
ら
め
さ
せ
な
い
た
め

の
子
ど
も
の
学
習
、
進
学

支
援市

で
は
ど
ん
な
学
習
支

援
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

福
祉
支
援
課
長　

学
習
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録
し

中
間
市
中
長
期
財
政
収
支

試
算
を
踏
ま
え
た
持
続
可

能
な
財
政
運
営

本
年
の
中
間
市
中
長
期

財
政
収
支
試
算
で
は
、
令

和
８
年
度
に
約
74
億
円
あ

る
基
金
が
、
令
和
13
年
度

に
は
枯
渇
す
る
見
通
し
が

示
さ
れ
た
。
市
長
は
こ
の

結
果
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
て
い
る
か
。

市
長　

人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
、
公
共
施
設
の
老

朽
化
な
ど
に
よ
り
、
将
来

的
に
安
定
し
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
影
響
を
及

ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
一
方
で
、
こ

の
試
算
は
将
来
起
こ
り
得

る
課
題
を
早
期
に
把
握

し
、
対
策
を
講
じ
る
た
め

の
も
の
と
考
え
る
。

議
員　
財
政
悪
化
の
主
な

要
因
は
何
か
。

総
務
部
参
事　

人
口
減
少
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柴田広辞議員
新風クラブ



森上晋平議員
清和会

原口佳三議員
公明党
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ふ
る
さ
と
納
税
の
「
抜
本

的
刷
新
」
に
よ
る
財
源
確

保
と
成
果
の
検
証

断
行
し
た
ふ
る
さ
と
納
税

増
収
策
の
具
体
的
な
成
果

と
今
後
の
展
望
を
問
う
。

企
画
課
主
幹　

昨
年
９
月

定
例
会
で
議
員
か
ら
、
地

域
振
興
の
た
め
に
は
寄
附

金
の
効
果
的
な
活
用
と
市

民
、
事
業
者
と
の
連
携
が

不
可
欠
で
あ
り
、
寄
附
額

減
少
へ
の
対
応
策
や
地
域

産
品
の
返
礼
品
強
化
な

ど
、
今
後
の
制
度
戦
略
の

明
確
化
が
必
要
と
の
提
言

を
受
け
た
。
こ
れ
を
踏
ま

え
、
寄
附
者
が
直
接
利
用

す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

検
索
連
動
型
広
告
に
よ
り

本
市
の
返
礼
品
の
認
知
度

向
上
と
露
出
強
化
を
図
っ

た
こ
と
で
、
寄
附
金
額
は

前
年
度
比
で
２
割
か
ら
３

割
程
度
の
増
加
傾
向
で
推

移
し
、
今
年
度
の
寄
附
金

額
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

方
向
性
が
見
え
て
き
た
と

認
識
し
て
い
る
。

本
市
に
お
け
る
基
金
の
一

元
化
と
「
４:

３:

３
」
戦

略
的
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に

よ
る
企
業
連
携
戦
略

戦
略
的
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
の
導
入
に
よ
っ
て
機

会
損
失
の
解
消
を
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
部
参
事　
金
利
環
境

の
変
化
を
踏
ま
え
、
安

全
性
の
高
い
国
債
な
ど

を
中
心
と
し
た
運
用
手

法
に
つ
い
て
研
究
を
進

め
て
お
り
、
効
率
的
な

基
金
運
用
に
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

日
銀
が
１
％
の
利

上
げ
を
断
行
し
、
優
良
社

債
の
利
回
り
は
劇
的
に
上

昇
す
る
局
面
を
迎
え
て
い

る
。
基
金
運
用
で
自
主
財

源
を
生
み
出
し
、
そ
の
利

益
を
物
価
高
騰
対
策
の
財

源
と
し
て
、
一
刻
も
早
く

充
て
て
頂
き
た
い
。

不
登
校
の
対
策

文
部
科
学
省
の
調
査
で

は
、
小
中
学
校
の
不
登
校

児
童
生
徒
数
は
12
年
連
続

で
増
加
し
、
令
和
６
年
度

は
約
35
万
４
千
人
と
過
去

最
多
と
な
っ
た
。
本
市
の

小
中
学
校
の
不
登
校
児
童

生
徒
の
割
合
を
問
う
。

学
校
教
育
課
主
幹　
令
和

６
年
度
は
、
小
学
校
は

約
３・
６
％
、
中
学
校
は

約
９・６
％
で
あ
る
。

議
員　
児
童
生
徒
や
保
護

者
に
相
談
場
所
を
周
知

し
て
い
る
か
。

学
校
教
育
課
主
幹　

年
度

当
初
、
相
談
窓
口
を
記
載

し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
全

家
庭
に
配
布
し
て
い
る
。

議
員　
不
登
校
児
童
生
徒

の
健
康
診
断
へ
の
対
応

を
問
う
。

教
育
総
務
課
長　

養
護
教

諭
が
問
診
票
を
受
領
後
、

用
す
る
こ
と
で
、
職
員

の
負
担
が
減
り
、
介
助

や
ケ
ア
に
集
中
で
き
る
。

「
ス
ケ
ッ
タ
ー
」
に
つ
い

て
、
把
握
し
て
い
る
か
。

介
護
保
険
課
長　

介
護
現

場
の
人
材
不
足
の
課
題
に

対
し
、
介
護
業
務
以
外
の

周
辺
業
務
や
利
用
者
と
の

交
流
等
の
軽
作
業
を
、
隙

間
時
間
を
活
用
で
き
る

方
々
に
依
頼
し
、
謝
礼
を

支
払
う
仕
組
み
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
運
営
さ

れ
て
い
る
民
間
の
マ
ッ
チ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
あ

り
、
有
償
と
す
る
こ
と
で

責
任
感
と
納
得
感
を
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
す
る
こ
と

で
社
会
貢
献
で
き
る
環
境

を
創
出
し
て
い
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

議
員　
本
事
業
は
、介
護
、

福
祉
へ
の
関
心
を
高
め
、

介
護
職
の
魅
力
を
実
感

で
き
、
就
職
に
繋
が
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
介
護

従
事
者
の
負
担
軽
減
に

も
な
る
た
め
、
ぜ
ひ
検

討
し
て
欲
し
い
。

学
校
で
の
受
診
や
か
か

り
つ
け
医
の
受
診
を
案

内
し
て
い
る
。

議
員　
学
び
の
多
様
化
学

校
に
つ
い
て
、
検
討
さ

れ
て
い
る
か
。

学
校
教
育
課
主
幹　
施
設
、

経
費
、
教
職
員
の
確
保

な
ど
開
設
に
は
多
く
の

課
題
が
あ
る
た
め
、
設

置
ま
た
は
設
置
予
定
の

市
町
村
か
ら
情
報
を
収

集
し
て
い
き
た
い
。

介
護
施
設
に
お
け
る
人
材

不
足介

護
施
設
で
は
、
今
、

人
手
が
足
り
な
い
と
い

う
声
を
聞
く
。
介
護
な

ど
福
祉
事
業
所
と
地
域

の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
つ
な
ぐ
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
、
ス
ケ
ッ
タ
ー

業
務
が
あ
り
、
こ
れ
を
活

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
最

少
の
経
費
に
よ
る
最
大
の

効
果
の
発
現
、
行
政
評
価

の
フ
ル
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ズ

及
び
「
10
％
減
税
」
に
よ

る
都
市
経
営
戦
略

市
民
の
可
処
分
所
得

を
直
接
増
や
す
市
民
税

10
％
減
税
を
最
優
先
で

即
時
断
行
す
る
市
長
の

政
治
決
断
を
問
う
。

総
務
部
参
事 

市
民
税
の

税
率
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
効
果
や
影
響
を
慎

重
に
検
討
す
る
必
要
性

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

現
時
点
で
は
、
市
民
税

の
一
律
10
％
減
税
を
実

施
す
る
考
え
は
な
い
。

議
員 

10
％
減
税
を
し
た

場
合
の
経
済
波
及
効
果

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
政
策
判
断
の
材
料
と

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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伴
う
地
域
経
済
の
縮
小
な

ど
、様
々
な
課
題
に
対
し
、

総
合
戦
略
に
掲
げ
る
４
基

本
目
標
で
あ
る
雇
用
対

策
・
子
育
て
支
援
・
魅
力

発
信
・
地
域
づ
く
り
を
推

進
し
、
全
庁
的
に
取
り
組

む
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
の
推
進

重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
は
住
民
の
交
流
機
会

や
住
民
同
士
の
見
守
り
を

含
む
地
域
づ
く
り
と
専
門

の
支
援
機
関
に
よ
る
個
別

支
援
を
整
備
し
、
地
域
共

生
を
推
進
す
る
も
の
で
あ

る
。
参
加
支
援
・
相
談
支

援
・
地
域
づ
く
り
の
３
つ

の
支
援
を
一
体
的
に
実
施

し
て
、
既
存
の
取
組
を
生

か
し
、
ま
ち
全
体
が
チ
ー

ム
に
な
る
支
援
体
制
の
構

築
が
必
要
で
は
な
い
か
。

福
祉
支
援
課
長　

地
域
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
地
域
の
状
況
に
耳
を

傾
け
支
援
体
制
の
充
実
に

努
め
、
近
隣
の
先
進
自
治

体
の
視
察
を
通
じ
て
本
市

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

社
会
福
祉
協
議
会・地
域・

民
間
団
体
等
と
の
連
携
を

強
化
し
て
本
市
に
適
し
た

形
の
重
層
的
な
支
援
体
制

の
構
築
を
進
め
る
。

市
民
の
居
場
所
づ
く
り

単
身
高
齢
者
が
多
い
現

状
を
踏
ま
え
、
用
事
が

な
く
て
も
立
ち
寄
っ
て

過
ご
せ
る
居
場
所
を
市

民
に
提
供
で
き
な
い
か
。

市
長　

公
共
施
設
再
編
に

伴
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

や
中
鶴
市
営
住
宅
跡
地
等

に
生
じ
た
余
剰
地
を
利
活

用
し
、
市
民
が
集
え
る
ゆ

と
り
の
空
間
整
備
に
向
け

検
討
す
る
。
ま
た
、
国
と

連
携
し
た
遠
賀
川
の
周
辺

整
備
を
実
施
し
、
人
々
が

集
う
憩
い
の
空
間
創
出
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

中
学
校
の
再
編
成

進
捗
状
況
を
問
う
。

教
育
部
長  

新
中
学
校
施

設
整
備
実
施
計
画
案
の
策

定
を
設
計
会
社
に
委
託

し
、
検
討
し
た
。
そ
の
結

果
を
市
長
に
提
言
し
た

が
、
総
合
教
育
会
議
で
市

長
か
ら
計
画
の
一
部
を
見

直
す
考
え
が
示
さ
れ
た
。

議
員　
委
託
先
に
市
の
財

政
状
況
を
説
明
し
た
か
。

教
育
部
長　

財
政
状
況
を

加
味
し
た
委
託
は
し
て

い
な
い
。

議
員　
そ
れ
で
は
設
計
会

社
の
言
い
な
り
の
金
額

で
は
な
い
か
。 

教
育
部
長　

こ
れ
は
概
算

費
用
で
あ
り
、
次
の
基
本

設
計
の
段
階
で
改
め
て
検

討
す
る
予
定
で
あ
る
。

議
員　

市
長
見
直
し
に
よ

る
新
築
校
舎
供
用
開
始
時

期
に
つ
い
て
、
中
学
校
を

は
、
仮
設
の
教
室
を
建

て
る
予
定
で
あ
る
。

議
員　

そ
の
た
め
だ
け

に
仮
設
を
建
て
、
ま
た

崩
す
の
は
無
駄
で
あ
り
、

立
ち
止
ま
り
一
度
考
え

直
す
べ
き
で
あ
る
。

学
校
図
書
室
へ
の
新
聞
購
入

  

小
・
中
学
校
に
お
け
る

新
聞
購
読
状
況
を
問
う
。

学
校
教
育
課
長  

小
学
校

は
購
読
な
し
、
中
学
校

は
1
校
購
読
し
て
い
る
。

議
員  

購
読
す
る
学
校
を

増
や
す
べ
き
で
は
。

学
校
教
育
課
長  

文
部
科

学
省
が
策
定
し
た
学
校
図

書
館
整
備
計
画
に
お
い
て

も
、
新
聞
配
備
の
重
要
性

や
、
地
方
財
政
措
置
が
な

さ
れ
て
い
る
状
況
が
明
記

さ
れ
て
い
る
た
め
、
各
小

中
学
校
と
協
議
し
、
必
要

な
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

議
員　

図
書
時
間
以
外

に
、
校
長
室
の
前
や
中
央

公
民
館
の
前
な
ど
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
新
聞
を
読
め

る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

10
年
後
、
小
学
校
を
20
年

後
と
す
る
根
拠
を
問
う
。

市
長  

学
校
整
備
に
は
費

用
と
期
間
を
要
す
る
た

め
、
同
時
に
進
め
る
の
で

は
な
く
、
財
政
負
担
や
業

務
量
の
平
準
化
を
図
り
、

進
め
こ
と
が
合
理
的
と
判

断
し
た
。
中
学
校
を
先
に

す
る
理
由
は
、
小
学
校
は

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
結

び
つ
き
が
非
常
に
強
く
、

校
区
の
見
直
し
等
に
当

た
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

の
丁
寧
な
協
議
や
調
整
に

よ
っ
て
、
多
く
の
時
間
を

要
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
た
め
で
あ
る
。

議
員　

建
て
替
え
る
１０
年

間
、
東
中
学
校
の
生
徒
は

ど
こ
で
勉
強
す
る
の
か
。

市
長　

南
中
学
校
に
行
く

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

議
員　
教
室
は
足
り
る
か
。

市
長　
足
り
な
い
場
合
に

国
勢
調
査
の
現
状
分
析
と

今
後
の
課
題

本
年
５
月
、
昨
年
行
わ

れ
た
国
勢
調
査
の
速
報
値

が
公
表
さ
れ
た
。
本
市
の

人
口
減
少
の
要
因
及
び
財

政
面
で
の
影
響
を
問
う
。

総
務
部
参
事　
減
少
は
国

全
体
の
少
子
高
齢
化
に

よ
る
も
の
で
、
筑
豊
八

市
と
ほ
ぼ
同
水
準
で
あ

る
。
本
市
に
お
け
る
人

口
の
減
少
率
と
世
帯
数

の
減
少
率
の
比
較
で
は
、

核
家
族
化
が
進
行
し
て

い
る
。
普
通
交
付
税
は

人
口
１
人
減
で
約
12
万

円
減
少
を
見
込
ん
で
い

る
。

議
員　
人
口
減
少
に
お
け

る
行
政
課
題
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
、進
め
て
い
る
か
。

未
来
創
造
部
長　

少
子
高

齢
化
に
伴
う
人
口
減
少
、

東
京
一
極
集
中
、
そ
れ
に
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の
開
催
を
行
っ
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
そ
の
活
動
に

よ
り
、
健
康
づ
く
り
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
が
一
体

と
な
っ
た
地
域
活
性
化
が

図
ら
れ
、
課
題
解
決
へ
つ

な
が
る
効
果
が
得
ら
れ
て

い
る
。

熱
中
症
対
策

昨
年
度
同
様
に
、
今
年

度
も
情
報
伝
達
や
意
識

づ
け
な
ど
の
対
応
を
行

う
の
か
。

介
護
保
険
課
長　

大
塚
製

薬
株
式
会
社
様
及
び
エ

フ
コ
ー
プ
生
活
協
同
組

合
様
か
ら
、
昨
年
同
様
、

高
齢
者
向
け
の
熱
中
症

対
策
チ
ラ
シ
の
配
布
に

つ
い
て
、
協
力
い
た
だ

け
る
予
定
で
あ
る
。

議
員　

ほ
か
の
世
代
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

健
や
か
育
成
課
長　

市
民

に
向
け
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
広
報
紙
、
組
回
覧
へ

の
掲
載
等
を
行
い
、
啓
発

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
熱

中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
等
が

発
表
さ
れ
た
際
に
は
、
注

意
喚
起
の
の
ぼ
り
旗
を
立

て
、
複
数
の
公
共
施
設
を

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

と
し
て
開
放
し
、
公
民
館

で
の
健
康
講
座
等
の
場
で

も
、熱
中
症
予
防
の
周
知・

啓
発
を
行
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
で
は
、
母
子
健
康
手

帳
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
情

報
発
信
や
乳
幼
児
健
診
で

子
ど
も
の
熱
中
症
予
防
の

周
知
・
啓
発
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
は
、
大
塚
製
薬

株
式
会
社
様
と
協
議
し
、

チ
ラ
シ
作
成
を
検
討
し
て

い
る
。
教
育
委
員
会
に
お

い
て
も
、
エ
ア
コ
ン
等
の

適
切
な
空
調
管
理
や
暑
さ

指
数
に
応
じ
た
部
活
動
、

屋
外
活
動
の
中
止
判
断

等
、
児
童
生
徒
の
安
全
第

一
と
し
た
熱
中
症
予
防
を

行
っ
て
い
る
。

自
衛
隊
へ
の
住
民
名
簿
提

供
の
実
態
と
今
後

平
成
２７
年
に
一
般
質
問

を
行
い
、
住
民
基
本
台

帳
法
第
１１
条
に
基
づ
き
、

名
簿
を
職
員
立
会
い
の

も
と
で
閲
覧
さ
せ
て
い

る
と
い
う
回
答
で
あ
っ

た
。
１０
年
前
と
対
応
に

変
わ
り
が
あ
る
の
か
。

市
民
課
長　

電
子
媒
体
、

紙
媒
体
を
問
わ
ず
、デ
ー

タ
で
の
提
供
は
行
っ
て

お
ら
ず
、
１０
年
前
と
対

応
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
住
民
名
簿
の
閲

覧
に
つ
い
て
は
、
Ｄ
Ｖ

等
支
援
措
置
の
方
は
閲

覧
対
象
か
ら
除
外
し
て

い
る
。

議
員　

１０
年
前
と
同
じ

く
、
今
後
も
対
応
を
続
け

る
の
か
。

市
民
部
長　

今
後
も
住
民

台
帳
の
閲
覧
に
応
じ
つ

き
事
項
の
経
費
、
行
政
が

努
力
し
て
も
採
算
割
れ
と

な
る
経
費
は
、
独
立
採
算

の
対
象
外
と
し
、
一
般
会

計
等
に
よ
る
公
費
負
担
を

行
う
も
の
と
し
て
い
る
。

運
用
基
準
が
繰
出
金
基
準

と
し
て
総
務
省
通
知
に
も

示
さ
れ
、
公
営
企
業
繰
出

金
と
し
て
地
方
財
政
計
画

に
も
計
上
し
、
国
の
財
源

措
置
も
さ
れ
て
い
る
。
再

検
討
す
べ
き
で
は
。

上
水
道
課
長　
経
済
情
勢

の
厳
し
さ
は
承
知
し
て

い
る
が
、
料
金
改
定
を

行
わ
な
け
れ
ば
、
事
業

の
継
続
が
困
難
と
な
る

た
め
、
令
和
９
年
４
月

よ
り
水
道
料
金
の
改
定

が
必
要
と
判
断
し
た
。

議
員　
こ
の
ま
ま
で
は
水

道
事
業
の
資
金
不
足
が

さ
ら
に
ひ
ど
く
な
る
の

は
理
解
し
て
い
る
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
今
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
れ
を

や
る
べ
き
で
あ
り
、
市

の
裁
量
で
こ
れ
を
乗
り

切
る
よ
う
求
め
る
。

つ
、
除
外
を
望
む
住
民

の
意
思
が
反
映
さ
れ
る

環
境
を
整
え
る
た
め
、

関
係
部
署
と
連
携
し
、

法
的
根
拠
、
手
続
、
個

人
情
報
保
護
措
置
を
含

め
検
討
し
て
い
く
。

水
道
料
金
の
改
定
の
中
止

物
価
高
騰
の
中
、
市
は

財
政
調
整
基
金
を
貯
め

て
い
る
が
、
水
道
料
金

の
財
政
運
用
に
振
り
向

け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

上
水
道
課
長　

一
般
会
計

か
ら
の
基
準
外
繰
入
れ

で
補
填
し
て
い
る
自
治

体
の
存
在
は
認
識
し
て

い
る
が
、
独
立
採
算
に

よ
る
事
業
運
営
が
原
則

と
考
え
る
。

議
員　

作
新
学
院
大
学
名

誉
教
授
に
よ
る
と
、
地
方

公
営
企
業
の
独
立
採
算
制

は
、
元
来
行
政
が
出
す
べ

中
間
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

高
齢
者
の
体
操
教
室
に

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が

指
導
者
と
な
り
参
画
し

て
い
る
が
、
そ
の
経
緯
、

効
果
を
問
う
。

介
護
保
険
課
長　

こ
れ
ま

で
行
政
主
導
の
介
護
予
防

事
業
等
を
展
開
す
る
中

で
、
既
存
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
は
様
々
な
問
題
が
あ
っ

た
。
そ
の
中
で
、
健
康
運

動
に
関
す
る
知
見
を
活
か

し
た
運
動
教
室
等
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
隊
員
の
着
任

が
あ
り
、
ま
ず
は
介
護
予

防
教
室
へ
の
見
学
、
開
催

地
区
の
活
動
状
況
の
把

握
や
地
域
へ
の
顔
合
わ
せ

等
、
隊
員
の
紹
介
を
行
っ

た
。
現
在
で
は
、
隊
員
が

直
接
地
域
の
代
表
者
と
調

整
し
、
様
々
な
運
動
教
室

 6月定例会「一般質問」

田口澄雄議員
日本共産党
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《《中中間間市市議議会会かかららののおお知知ららせせ》》

 　
　

 

   

  

 　
　

 

       

次次のの定定例例会会はは、、99月月１１日日((火火))かからら開開催催すするる予予定定でですす。。  

議員の一般質問は 9月 3日(木)午前 10時から行う予定です。 
本会議及び委員会の日程は決まり次第、中間市のホームページに掲載します。 
問合先：議会事務局 ☎ ２ ４ ６ ­ ６ ２ ２ ０

会期日程QRコード

Shigikaidayori　NAKAMA  ８

nakamashigikai

中間市議会ハラスメント防止等に関する指針を策定

　中間市役所、ハピネスなかま、なかまハーモニーホール及び地域交流センターにて、議会の生中継を行っ
ています。議会開催日が休館日の施設では、中継は行いませんので、ご注意ください。

公共施設での議会の生中継について

市議会の情報を発信

　本会議・委員会のライブ・録画映像は
YouTube で配信しています。
　以下のQRコード以外にも、中間市議会の
HPのバナーからもご覧いただけます。

　定例会の開催情報や日々の議会の活動
内容を随時発信しています。
　是非、アカウントをフォローしてチェッ
クしてください。

本会議 録画配信
QR コード

委員会 録画配信
QR コード

　本指針では、ハラスメントの防止と根絶を目的に、基本理

念・具体的な行動基準・事案発生時の相談・対応の流れなどを

定めています。中間市議会は、すべての人の人格と尊厳が尊重

される環境づくりを組織として推進するとともに、公正で開か

れた議会運営に努めて参ります。


